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1．はじめに
　本論は、20世紀半ば以降にめざましく進展した
生殖技術によって誕生した、新しい人間存在が抱
える苦悩の本質を解明し、彼／彼女らが被ってい
る人権侵害から彼／彼女らを解放し、彼／彼女ら
を取り巻く人間関係並びに社会環境に潜む社会的
な不正義の構造を変革し、社会正義が全うされた
社会を構築していくための、ソーシャルワーク学
による研究である一
　2003（平成15）年4月に国の審議会の報告書が公
表されて以降、既に7年以上の時間が経過するが、
非配偶者間人工授精とそれにより生れた子の権利
を保障するための国内法を制定する取り組みは進
展しておらず、諸外国がこぞって社会的な仕組み
を法的に構築したことと比して、わが国の対応は
遅すぎると言わざるを得ない・t
　こうした認識に立ち、本論では、非配偶者間人
工授精で生まれた彼／彼女らの苦悩の本質を解明
し、その苦悩からいかにして彼／彼女らを解放し
ていくことができるのかを、彼／彼女らが権利の
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主体であり、当事者であるととらえ、質的量的研
究を重層的に積上げ考察していくものである。
（1）研究目的
　本論は、生殖補助医療の1つである非配偶者間人
工授精（＝Artificial　Inselnination　by　Donor，以下
「AID」と略す，）により生まれた彼／彼女ら（＝
Donor　Insemination．以下「DI者」と略す．）が求
めるDI者固有の人権、イコールDI者が求める理念
的権利を擁護する、ソーシャルワークの理論を構
築することを目的とする。
（2）研究課題
　第一にDI者が抱えている苦悩とは何かを明らか
にすること第二の課題は、DI者の苦悩を筆者らが
どのように理解したらよいのか、第三にDI者の「語
り」によって新たに構築される、DI者を権利の主
体とした「物語」が、他者によりよく伝達される
ための焦点を明らかにすること。そして第四に、
どのような理路により、DI者が抱えている苦悩か
らDI者を解放へと向かわせるのか、その諸要因と
道筋、さらには構造やシステムを明らかにするこ
ととした第五に国際的な視野に立って、第四課題
の普遍性についても本論の課題として吟味してい
くこととした。
　以上のような研究課題を吟味していく中で、ソー
シャルワークによるDI者の権利擁護にかかる理路
についての結論を得ていこうとするものである。
（3）研究枠組み
　本論の研究枠組みは、図1－1のとおりである。
筆者は、ソーシャルワーク研究の展開過程を［課
題への洞察→仮説の生成→実証目標の明確化→仮
説の実証→実証目標への到達コであるととらえた。
それと並行して研究対象、あるいは支援の対象を
「DI者」とし、ソーシャルワークにいう研究対象、
イコール支援する対象であるととらえた．ソーシャ
研　究　の　射　程
対象の明確化 D　I　者
対象の苦悩の把握
苦悩の中身（構造と性質）
　　　の明確化
図示．並びに解釈
支　援　目　標 …　………　…ソーシャルワークによるDI者の解放
DI者の当事者性の確保　　・……・…・ソーシャルワークによるアプローチの検討
当事者の「声」を聴く一ナラティブ・アプローチ（物語理論）
物語の記録 当事者の「声」を聴くための方法・ツールの開発
外在化／ストレングス 力ある者の理解 第三者の認識
セルフヘルプグループ 変化への対応 量的把握と対策
当事者自身による解放 力ある者からの解放 第三者からの解放
重層的な人権侵害からの解放
図1－t本論の枠組み
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ルワーク学で実証すべきことは、ソーシャルワー
クの関わりによる対象の変化にあるととらえた，
（4）本論の依拠する理論
　本論は、DI者の「声」を物語としで聴き、その
物語を社会構i造との関連から理解しようとする社
会構成主義を標榜するナラティブ・アプローチを
理論的拠り所とする，
（5）本論の意義
　本論は、今後の日本のソーシャルワークにおい
て、新たに支援の対象となる者の理解並びにその
対象へのアプローチの仕方、さらには対象が抱え
る苦悩の本質をいかに見極め、社会的認知を得、
他者に伝達していくのかを、支援の対象となる当
事者の側に立ち、解明していくソーシャルワーク・
アプローチに関する研究としての社会的学的意義
を有すると考えるr
　本論の成果は、今後の科学技術が生み出す、新
しい人間の苦悩、DI者と類似した構造を有するニー
ズ、あるいは同質の苦悩を有する者へのソーシャ
ルワーク・アプローチとして汎用性、普遍性ある
いは再現性のある研究成果を示唆できたことにあ
ると考える。
（6）研究で使用する用語
　生殖科学における生殖補助医療は、Assisted
Reproductive　Technology（＝ARTと略す。）と称
されており、人工授精・体外受精・顕微授精・代
理懐胎等の不妊治療の総体をさす。そのうち、本
論で取り上げる生殖技術は、非配偶者間人工授精
に限定しており、これをArtificial　Insemination　by
Donor（＝AIDと略す，）といい、医療者の間では
定着している。しかし、AIDはAIDs／HIVと紛ら
わしく、使用すべきではないという当事者の主張
があり、当事者の側に立って研究を進めている本
論においても、当事者の主張を重視し、非配偶者
間人工授精をDonor　Inseminationと称することに
する。なお、イギリスを中心とする英語圏では非
配偶者間人工授精には、精子提供・卵子提供・胚
提供が含まれていることからそれぞれを明確に区
分している，すなわち、精子提供による非配偶者
間人工授精をDonor　Insemination（＝DIと略す，）
とし、卵子提供による非配偶者間人工授精をDonor
Conception（＝DCと略す。）としている一つまり、
これらの用語は人工生殖に関する用法であり、あ
くまで行為を称するものである．
（7）本論の構成
　本論は、上記のような研究課題を実証していく
ために、全6章で構成している。第一「1，はじめに」
において本論の全体像を鳥鰍し、本論の背景と意
義、研究で使用する用語とその概念、研究枠組み
やソーシャルワーク学における位置づけ並びに社
会的学術的貢献について言及した。続く「1［．先
行研究調査」では、配偶子提供子が誕生した時代
に歴史を遡り、生殖科学で誕生した配偶子提供子
が社会的にどのように認識されてきたのかを明ら
かにしながら、DI者の出自を知る権利が登場する
までの時代を手繰り寄せた。また、DI者の出自を
知る権利が登場する時代の探索においては、わが
国の議論のみでなく、諸外国の議論を本論の射程
におくことにした。さらにDI者の出自を知る権利
が登場することにより、ソーシャルワーク学にい
う対象への権利擁護が展開できる可能性が示され、
その示唆に乗じて何を擁護するのかを探求し、当
事者へのアプローチを模索した。第三に「皿．研
究の方法」では、調査の対象やデータの収集方法、
調査の枠組みと調査項目の策定、データ入力とデー
タ・クリーニング手法、分析の方法など研究方法
を明確にした。第四に「W．DI者の苦悩とは何か」
では、第1・第2調査の結果をまとめ、DI者の苦悩
に関する、本論における結論を規定している。そ
して、第五に「V．DI者の解放のための理路の構築」
として、5つの調査から得た結果をもとに、DI者の
権利を擁護するための考察を行っている。第六に
「vr．結論」では、　DI者が求める人権としての権利
を擁護することに関する考察、とりわけDI者のナ
ラティブの再構築に対してソーシャルワークが果
たす役割を吟味し、DI者の解放の理路を明らかに
し、本論で得た示唆から次の研究への課題を提示
しているt
1［．先行研究調査
　この章では、DI者を取り巻く歴史的社会的諸情
勢を明らかにしていく．そのため第1節においては、
DI者が人類史ヒで登場することとなる1940年代に
本研究の出発点を求め、ヒトに対する人工授精、
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あるいは生殖補助医療にかかる社会的な認識に関
する動向を検討した。第2節では、そのような社会
的な認識ならびに社会のあり様が、DI者に及ぼし
てきた影響を吟味し、DI者が求めている「出自を
知る権利」とは何かを検討した。そしてDI者への
支援に関連する研究成果を検討し、DI者の苦悩の
本質を見極めるための示唆を与える知見を検討し、
DI者が抱える苦悩からDI者を解放していく理路を
整備していくための前提となる諸課題とその到達
点を、DI者へのアプローチとして確認していくこ
とにした．
皿．研究の方法
　研究は7つの調査で構成した．養子縁組家族に焦
点をあてた第1調査。次に、日本のDI者の声を聴取
し、記録化した（第2調査）。さらに第2調査でイン
タビューに答えてくれたDI者への定期的なインタ
ビュー調査，アメリカのDI者へのインタビュー。
また、DI者の解放のための「対話」は、他者とな
されなければならず、他の研究で調査がなされて
いない他者に焦点を絞り、第5e第6調査では医療
者並びにコメディカルスタッフ以外の対人援助職
を対象とし、第7調査では第三者性を有するコミュ
ニティを形成する学生を対象とした量的調査を
行った。
　7つの調査のうち、第7調査は量的調査としてお
り、集計にはSPSS17．0を用いて、①単純集計、欠
損値や記述統計量の確認、②クロス集計とカイニ
乗検定r③因子分析と信頼度の確認。④因子の名
づけと解釈を行った。その他の質的調査において
は、質的データ分析のセオリーに基づき、㊤発話
記録・テキストデータの①精査・見極め・ふるい
わけ、及び解釈と形態素分析、②グラウンデッド・
セオリーを参照したコードの貼り付け、構造の解
釈あるいは再ストーリー化、データのカテゴリー
化、⑥研究成果の提示のための図化、表化を行った．
　盛山（2004）・日本学術会議・学術と社会常置委
員会（2003）・日本社会福祉学会（2004）・米本C20067）・
全米ソーシャルワーカー協会（1996）など、学術並び
に専門職双方における研究倫理の指針あるいは要
諦を概観し、本論で行なった調査・研究が研究上
の倫理を逸脱している側面は見当たらないと判断
した。
IV．　DI者の苦悩とは何か
　この章では、「DI者の苦悩とは何か」を明確にす
るための2つの調査の結果と先行研究におけるデー
タを活用した1つの分析結果を示し、上記の課題を
探求した。
　DI者の発話から図IV－1を構成し、　DI者が自らの
人権と主張する理念的な権利である「出自を知る
権利」にかかる諸要素の抽出から示唆を得て、筆
者は次のようにDI者への人権侵害が社会システム
として構成されてきたのではと考えるに至った。
領域VI
魎
画
図IV－1　Dl者を取り巻く課題の構造
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　ここで導ける結論は、DI者がおかれている状況
の背後には「秘密主義とパターナリズムの正当化
が社会システムとしてなされてきた」ということ
である．
V．Dl者の解放のための理路の構築
　本章では、前章で明らかにした「DI者の苦悩が
人権侵害である」という結論に依拠し、その結果
を考察し、次のような結論を得た。
　DI者は、自らがDI者であることを知る以前と以
後で、自らの物語を大きく変化させざるを得ず、
時にアイデンティティの揺らぎに至ることもある．
それは、出自を知ることの中に、「DI者であること
を知る」ことと「遺伝上の父を知る」こととが含
まれているからだと考えられる。この2つのことを
クロスさせると、DI者は四象限のどこかの住人と
して規定することができる状況におかれている（図
V－4）。そして、DI者は「知る」ことにより象限間
を移動し、自らの物語を「外在化」させていく，
DI者がどの象限の住人であるのかによって提供さ
れるソーシャルワークは異なり、1つのソーシャル
ワーク・アプローチで擁護できるDI者の侵害され
ている人権も限定的となる。
　DI者がDI者として生きていくとき、　DI者はDI者
固有の人権を、自らの「人権宣言」として表明し、
他者との対話を模索する。このことをDI者のスト
レングスの表明ととらえると、ソーシャルワーク
はナラティブ・アプローチによって、DI者の変化
する物語を聴き続けると同時に、再構築される物
語にストレングスを見出していくアプローチを連
結させ、「翻訳一連結一伝達一交互作用」へと、2
つのアプローチを循環的に機能させ、DI者の求め
に即応していくことが可能となる。
　DI者の変化し続ける物語に即応したレスポンス
を表明することは容易ではなく、DI者の変化し続
ける物語に即応した「ツール」を開発し、他者に
DI者の変化し続ける物語を伝達することは不可能
ではないが困難を伴う一この困難さの克服は、伝
達先である他者をソーシャルワークが「レディネ
ス・アセスメント」し、DI者と他者とを媒介する
ことで可能となるだろう。
　DI者の変化し続ける物語を伝達する先が、個人・
集団・コミュニティ・社会のいずれであってもソー
シャルワークは、ナラティブ・アプローチとスト
レングス・アプローチを交互作用させ、DI者と対
峙する他者を「レディネス・アセスメント」する
ことによって、両者の「対話」を成り立たせる契
機を提示でき、DI者が人権侵害から解放された社
会へと向かう支援を行うことができる，
VI．結　論
　本論の結論は、図VI－1で示す構図の中で、ナラ
ティブ・アプローチとストレングス・アプローチ
の交互作用を基軸とするソーシャルワークを展開
することにより、DI者固有の人権に対する、　AID
を取り巻く社会システムからの侵害行為から、DI
者を解放し、DI者の権利を擁護することが可能と
なるというものである。
　DI者に対する人権侵害は重層的である。　DI者は
6つに区分できる解放のレベルに到達することに、
人間関係や社会関係、文化・伝承関係レベルの自
由を獲得し、WHOが提示する健康の各レベルと親
和性のある健康を回復する。解放とは、心身・社会・
文化的に健康でいられるように、自由が獲得され
ている状態である。このことをDI者に当てはめれ
ば、DI者が解放されている状態とはDI者の固有の
人権一出自を知る権利、表現の自由（権利）、社会
的に認められ参加する権利、「つながり」を確定さ
せる権利、暴力に晒されない権利、コミュニティ
開発（共生）権が擁護されている状態である。
　DI者の物語が外在化しオルターナティブ・ストー
リーが構築され、DI者が直面する環境からDI者が
自由になることを、「DI者の人権侵害からの解放」
であると考える。筆者のソーシャルワークの考え
方からすれば、DI者のオルターナティブ・ストー
リーと対峙することになる、人権侵害の環をなす
ミクロ・メゾ・マクロレベルのそれぞれの環境は、
それぞれのドミナント・ストーリーを所持してい
るのであるから、ソーシャルワークはそこで生起
しているドミナント・ストーリーを把握し続ける
ことによって、DI者と人権侵害の環をなす環境と
の対峙を媒介し、両者の間に介在し、対話やコミュ
ニケーションが成立することを支援してくことに
なるaその際、留意が必要となることは、ドミナ
69
東洋大学社会福祉研究　第3号12010年8月・
ント・ストーリーは時間と共に強化され、動かし
がたいと確信される程度に固定化されることが稀
ではなく、ドミナント・ストーリーの形成が［初期・
展開期・完結期］のどのレベルに到達しているの
かを、ソーシャルワークが見極める機能を果たさ
なければ、DI者の権利擁護が成り立たない。すな
わち、ドミナント・ストーリーを所持している他
者を、ソーシャルワークが「レディネス・アセス
メント」しつづけていかなければならないのであ
る。そして、この過程は現在のわが国の状況を踏
まえても、既に検討してきたようなセルフ・ヘル
プ・グループの人権を求めた取り組みを踏まえて
も、息の長い取り組みが必要となると考えられる。
いわば「DI者の人権侵害からの解放」とは、21世
紀初頭に生起された新たな人権を求めた運動とし
ての意味をもつ。この人権獲i得のための運動が目
標に到達するまでソーシャルワークは、DI者のナ
ラティブを聴きつづけ、DI者のストレングスにア
プローチしながら、運動の継続を支えていくこと
も必要になる。
　ソーシャルワークはDI者が人権侵害から解放さ
れ、自由を獲得するまで、DI者の［脱構築一再構築］
される物語を聴き、ストレングスを見出し続けな
ければならない。聴くことによって得た、あるい
は構成した知識は、DI者の権利を擁護するために
社会的行為として提供されなければならない。そ
の提供のされ方は、DI者が対峙することとなる人
権侵害の環に関するレディネス・アセスメントを
行い、その状況に即した対話が構成できるDI者の
発話とストレングスからなる指標を準備し、その
指標がDI者の想いと合致しているのかを常に吟味
し、「ツール」として活用する際には慎重でなけれ
ばならない，
　ソーシャルワークは、DI者の権利を擁i護するた
めに、DI者のオルターナティブ・ストーリーの内
容やDI者の変化の中に、ストレングスを見出しつ
つ、DI者との間で共同の理解を生起させるととも
に、そのストーリーが伝達可能な他者を発見し、
他者の状況を理解し、他者をもドミナント・ストー
リーから解放することもめざすことによって、社
会システムを変革し、DI者がインクルージョンさ
れた社会の中で、DI者によるDI者のための人権宣
言が認知される、新たな社会を構築していかなけ
ればならないと考える。
（4）本論の限界と今後の課題
　本論の限界と今後の課題は、①対等性の主張か
ら脱皮する理論の構築、②DI者の変化とストレン
スグの見立て、③ソーシャルワーク・プラクティ
スの全容構築、④研究の科学性の検証、⑤生命科
学への関心と理解の深化、⑥DI者の解放に向けた
運動への協働という視座から整理できると考える。
［関連論文］
1査読付単著＝2本、査読付共著＝4本（うち2本は
ファーストオーサー）
（重層構造）
第四
第三
第二
第一
対人
対社会性
対社会活動
友人・知人等
親・家族等
時間の長さ／強化の方向
初期／展開期／完結期
　　非参加　　　　　　　　　参加
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@社会的孤立　　　　　　　社会的認知
［真実」からの疎外 真実の中での生
人権運動
（SG）
（オルターナティブ
　ストーリーの
　構　築）
外在化 （解放）
ソーシャルワーク
図VI－1　Dl者の権利擁護モデル
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